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る必要があろう。城内に住む閩南籍の紳士と郷里の客家籍のエリートの間には、言語・飲
食・生活習慣・住居地といったエスニックな文化的差異が存在した。両者の分化ないし対
立が顕在化した要因は、19 世紀中期以降の地方武装化に伴う社会動員と地方勢力版図の
明確化である。植民地教育に対する態度を指標として、植民地統治に対する地方社会の反
応を考えると、すでに抗日かどうか、あるいは現状の故郷を守ってとどまるか、それとも
放棄して大陸に渡航するかという次元にとどまらなくなっていたことは明白である。清代
半ば以降の地方社会の発展の具体的プロセスを踏まえると、日本統治初期の状況は単に新
しい時代の始まりだったわけではなく、同時に旧時代の延長線上にあったことがわかる。
さらに、その連続性は社会内部が分化していくさまざまな局面に限られていたわけではな
く、社会的リーダー階層にとって極めて重要な意味を持っていた社会的上昇ルートにも現
れてくる。清代にしろ日本統治初期にしろ、社会的上昇が主に教育を介して図られていた
点は、政治権力が交代したところでさほど変わりはなかった。日本統治期に入ってからも、
地方社会の台湾人が子弟を国語伝習所に入学させ日本語を学ばせた理由は、将来の必要性
と家族の長期的繁栄のためだったという説明がおそらく可能だろう。
　科挙合格を目的とする清代の教育システムと日本統治時代の新式教育とは明らかに異な
る意味を持っていた。近代の初等教育が強調する啓蒙、科学的知識、身体の規律化と近代
化された訓練などは、すべて国家の要請に合致したものとして、体系的に子弟に伝授され
た。地方社会が古くから持っていた社会的上昇への欲求を梃子に、植民地教育は国家意識
と文明観、そして近代的価値観などを、より効率よく新世代の植民地知識人に刻印しえた
のである。なかでも本稿で議論してきたように、日本統治初期において植民地教育が社会
の要請に応える形で設けられたことは、特に注目に値する。
　1910 年代以降、多くの台湾人の子弟は公学校を卒業するにいたるが、先述の植民地教
育の歴史的文脈のもと、公学校卒業者の高等教育を受ける権利はどのような形で要求され
たのか、次世代の植民地エリートは新式植民地教育を通じてどのようにして社会的リー
ダーになっていったのか、また彼らはどのようにして地方と国家を媒介する役割を果たし、
近代的民族国家の枠組みに取り込まれていったのか──こうした問題は、植民地統治のも
たらした影響として、さらなる研究課題となりえよう。
（原文：中国語、日本語訳：南誠・李偉・陳姃湲）
